
 

 

 

 

 

 

 

平和     茶碗の図 

   人間国宝  荒川豊蔵氏筆 

多冶見西 RC 創立 10 周年記念誌より 

    右写真 平成２３年多治見駅前                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム      

点 鐘         

ロータリーソング     我等の生業 

             四つのテスト 

会長挨拶 

出席・スマイル報告 

委員会報告 

幹事報告 

卓 話 

   卓話者紹介  会長 佐藤 正君 

多治見市教育長  村瀬登志夫様 

    「脳科学を生かした教育」 

点 鐘 

 

着信書類 

・ ガバナーエレクト事務所より 

   バンコク国際大会参加の再度の依頼 

・ ガバナー事務所より 

バギオ便り第２９号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他クラブ例会変更のお知らせ 

・土岐中央 RC（14 日）土岐 RC（13 日）を 

  3 月 10 日（土）に変更  

  場所：セラトピア土岐  点鐘 15:30 

  土岐中央 RC 創立 30 周年記念式典の為 

・多治見 RC → 3 月 14 日（水） 

      日本ガイシ小牧工場 

      職場訪問の為 

先週の記録 

◆ 出席報告 （免除者 4 名内出席者 1 名） 

出席者 欠席者  出席率 

  29 名   6 名  82.85％ 

◆ スマイル報告 

     投函者 17 名 金額 22,000 円 

・入山様卓話をよろしくお願い致します。 

 加藤さん 3回目のメーキャップありがとう 

 ございます。         佐藤 正 

・入山先生よろしくお願いします。伊藤正雄 

・本日満 78 才の誕生日を無事迎えました。 

 これからも宜しくね！     稲垣 昇 

  欠席者 出席率 

  31 人   4 人  88.57％ 

 

 
例会日 毎週木曜日 

事務局 多治見市新町 1-23   

産業文化センター４F 

TEL 0572-25-5100 FAX 0572-25-5101 

E-mail：n-rc@joy.ocn.ne.jp 

HP     http://tajiminishi.jimdo.com/ 

会長 佐藤 正  幹事 古田徳夫 

会報 佐藤八郎  堀 義紀 
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第４６期会長テーマ 

「つなげよう奉仕の心」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2630 地区 

第 2226 例  会  2012 年  3 月 8 日 （木） 



理事会報告 

・例会行事の説明 

・書画交換展示会日程について 

       会長・幹事・委員長に一任 

・R 財団寄付金収支について     承認 

・協賛金について 

① 多治見市軟式野球連盟 

少年部・学童部開会式  

スマイルより 30,000 円  承認 

② 東濃新報社より 

   陶祖祭に関する広告掲載に依頼 

    広報より 10,000 円    承認 

３月の行事 

・ 3 月 8 日（木） 

「第 47 期第１回クラブアッセンブリー」 

    「松 正」 午後 6 時 

   出席者：第 47 期役員、理事、委員長 

・ 3 月 10 日（土） 

土岐中央 RC 創立 30 周年記念式典 

    セラトピア土岐  午後 3 時 30 分 

・ 3 月 17 日（土） 

   2012 年会長エレクト研修セミナー 

    大垣フォーラムホテル 午前 10 時 

・ 3 月 24 日（土）～27 日（火） 

    苗栗扶輪社表敬訪問 

・ 3 月 31 日（土） 

 多治見ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ RC 創立 20 周年記念式典 

    美・マリアージュ 午後 4 時 

親睦花見例会の案内 

日時 ： 平成 24 年 4 月 5 日（木） 

     点鐘 午後 6 時 

場所 ： 愛岐カントリークラブ 

会費 ： 3,000 円 

    バスの送迎があります 

※ ゴルフコンペについて 

   時間：午前 9 時 45 分スタート  

         （キャディー有り） 

コース：中コース→東コース 

 

来週（15 日）のお知らせ 

      卓話 ＳＡＡ 服部賢治君 

      「 税 金 の 話 」  

ロータリーのイロハ  NO.8 

ロータリー活動の国際性から言って、特定の国

家に対する考えは馴染まない観点から、国旗の掲

揚、国歌の斉唱は 1920 年（大正 9 年）以来、日

本のロータリークラブは行いませんでした。 

昭和 6 年の満州事変突発の年に、京都のロータ

リークラブへ壮士の一団が乱入し「ロータリーの

本部はアメリカで、ロータリーはアメリカのスパ

イ活動をしている。忠君愛国を否定し、国賊的存

在だ。断固お前たちの活動を粉砕してやる」と例

会場に座りこみました。クラブの会長は「そんな

ことは一切していない。その証拠として、国旗を

会場に掲揚しましょう。また天皇陛下のためにも

例会をやっている証しとして国歌を斉唱いたし

ましょう」と約束しました。これで壮士の一団は

了解して帰りました。国歌、国旗の慣例はこの時

からです。しかし軍部の弾圧に抗しきれず、1940

年国際ロータリーからの脱退 1949 年復帰加盟と

9 年間の苦しい時代がありました。但し、名を変

え姿を隠し「・・・会」としてロータリー存在が

あり続けたことに驚きを感じます。また、最近、

ロータリーの原理から国歌や国旗を止めたらの

意見もあるようです。      （会報子）                                                                          

２月のお誕生日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マルチプル・フェローピン授与 

 

 


